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塑 遺伝子発購 析

　　　　　　O 山田　修、北 本勝 ひ ご、熊谷知栄子 （醸試）

1目的］その 高感度性 と測定の 簡易さか ら動植物におい て 広 く使われて い るル シ フ ェ ラー

ゼ が、麹 菌 （A．el
‘
yzae） に お い て も有効な レポ ー

ター遺伝子で あ る こ とを我 々 は す で に

報告 して い る 。 今回は こ の ル シ フ ェ ラ ーゼの 高感度性を利用 した 米麹製麹中の 各種酵素発
現 モ ニ タ リ ン グ系の 開発を 目的として 、ア ミラ ーゼ を指標に 形質転換麹菌の 作成、形 質転
換麹菌に よ る米麹の 製麹、活性測定系の 検討 を行 っ たの で報告する 。

【方法及び粘果J胞子の 形成が よ くnia ρ
一

をマ ーカ ーと して持 つ A．　 oryzae　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 niaD300 を
形質転換用宿主 と し、 A．　oryzee の α一ア ミラー

ゼ遺伝 子 （ateryM及びグル コ ア ミラ ーゼ 遣
伝子 （glal）の プ ロ モ ーター

下流 にル シ フ ェ ラ
ー

ゼ 遺伝子を連結 した融合遺伝子を作成 し
形質転換を行っ た。 サザ ン解析の 結果、形質転換体の 約 6割が相同的組み換えに よ り1 コ

ピー
の ル シ フ ェ ラ ーゼ 融合選伝子 をゲ ノ ム 中へ 組み 込 ん で お り、 また菌体内にル シ フ ェ

ラ ーゼ 活性 を発現 して い た 。 これ らの 形質転換体よ り胞子を調製 し α一米に よる 釆麹の 製
麹 を行 っ た とこ ろ

、 液体窒素中で 破砕 、 抽出す る こ とに よ り麹 1粒 か ら菌体内ル シ フ ェ

ラ
ー

ゼ の 活性測定が 可能であ り、 ル シ フ ェ ラ
ーゼ に よ り各種酵素発現の モ ニ タ リ ン グが可

能なこ とが確認 された 。 さ らに 、よ り簡易なル シ フ ェ ラーゼ 活性の 測定方法及 び米麹 製麹
中の ア ミラ ーゼ の 発現動向に つ い て も報告する 。

Monitori  of　amylase 　gene　expression 　durl  koji　maki   usi   the　luciferase
gene　as 　a　repOrter 　gene
OOsamu 　Yatnada，　Katsuhiko　K　i　tainoto，　Chieko　Kumaga　i　（M〜IB）
IK・y　W。・d・】iucif・・ase ，加 yl・・e　gene　e・pressi。。
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